
一般財団法人　日本建築センター

一般社団法人日本設備設計事務所協会連合会、一般社団法人建築設備技術者協会
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【オンライン受講の際の注意事項】 ■１．ご不明な点がございましたら下記あてお問い合わせ下さい。
（一財）日本建築センター情報事業部
講習会係　Zoomセミナー担当　電話03-5283-0477

■２．個人情報の取り扱いについて
お預かりした個人情報は適正に管理します。オンラインセミナーの技術サ
ポートを外部に委託することがありますが、委託先については、適切な事業
者を選定し、秘密保持、安全管理等についての契約を締結して、適切な監督
を行います。

・当日使用する機器へＺoomアプリを事前ダウンロードして下さい（必須）。
・各自でＺoom最新版へアップデートして下さい(セミナーに近い日時）。
・安定したインターネット環境下で受講下さい。
・Ｚoom、ＯＳ、ブラウザは、最新の状態にてご受講下さい。
・カメラは停止（オフ）、音声はオフ（ミュート）にして、ご参加下さい。
・動画の一部又は全部を、無断で複製、転載、改変、配布、販売することは、固く禁止
します。また、不特定又は多人数に視聴させることも禁止します。

◆お問合せ先◆　　一般財団法人日本建築センター情報事業部　ＴＥＬ：03－5283－0477
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主　催

11月23日(水）

公益社団法人日本建築士会連合会、一般社団法人日本建築士事務所協会連合会
後援(予定）

令和４年12月１日(木)、５日(月) Zoomミーティング形式

令和４年12月
入門編 応用編 技術セミナー法令解説 計算演習

【建築ＣＰＤ情報提供制度認定プログラム（予定）】 空調設備＋20221003

10:00

14:15

Ｚoomによるオンラインセミナー　「設備設計シリーズ／空調設備編」
　（空気線図の作成から空気搬送設備、水搬送設備の設計及び熱負荷計算ツールによる演習、
　個別分散空調システムの機種選定、エネルギー消費量性能計算プログラムを用いた計算演習）

■セミナー概要

現代建築では重要性が高い空調設備の基本と設計について、講義と演習に取り組む２日間の充実したセミナーです。空調
負荷や空気搬送・水搬送に関する基本知識と計算、最もポピュラーな個別分散空調システムにおける機種選定の方法、そし
て、今や建築物省エネ法によって適合義務が求められるエネルギー消費性能計算、これらをパソコンを使用した演習形式で
一連のものとして学び・習得するセミナーです。

　1日目は、空調設計の考え方、負荷計算や機器選定に至る前段階、機種選定・システム提案に関する基礎知識の講義、空気
線図の基礎と活用方法、空気搬送設備の計画・設計、水搬送設備の水配管における配管系統の設計について、解説と演習（ミ
ニ課題）に取り組みます。
２日目は、２階建ての事務所ビルをモデル建物として、以下の計算ソフトを利用して、熱負荷計算、個別分散空調システムの
設計演習、エネルギー消費性能計算の演習を行うことで、理解を深めることができる内容となっております。
①最大熱負荷計算プログラム
②ビル用マルチ能力計算ソフト
③エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）
③は、Webプログラムのため、講習当日ブラウザでアクセスして使用します。お手元のパソコンに事前ダウンロードしたExcelシートを使うとと
もに、Webサイト上の計算プログラムを使用し実施致します。

日　　程 講　　師（予定）50音順

　枝廣　克幸　ダイキン工業（株）
　佐藤　正章　鹿島建設（株）
　長井　達夫　東京理科大学
　長谷川　巌　（株）日建設計
　宮田　征門　国土技術政策総合研究所
　柳井　　崇　（株）日本設計
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共　催 一般財団法人　住宅・建築SDGｓ推進センター

内　　容
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※プログラムは休憩を含みます。都合により、講師・プログラム内容等が変更になる場合があります。

・お申し込みは、右記QRコード（当センターの講習会ページ；https://www.bcj.or.jp/seminar/）からとなります。
・お一人様あたり一お申し込みにてお願い致します。複数人でのお申し込みの場合は、それぞれお申し込み下さい。
・可能であれば、講義視聴用と演習実施用の端末は分けて頂き、演習用パソコンとは別のパソコン、タブレット等で、講義をご視聴いただくと
演習がしやすいです。
・演習用パソコンはExcel（2013以降のバージョン、）をインストールし、マクロが稼働できるセキュリティ設定としておいて下さい。また、2
日目にはWEBサイト上の計算プログラムを使って演習を行うため、演習用パソコンもインターネットにつながるものをご用意下さい。
・当日の【入室ID通知メール】を11月29日（火）にお送りします。

１．空調設備設計の進め方
２．空調機と湿り空気線図の利用

３．空気搬送設備の設計
４．水搬送設備の設計

５．空調負荷計算
６．個別分散空調システムの設計

７．エネルギー消費性能の評価

１日目
（12/1）

２日目
（12/５）

受講料（消費税込） 資料（予定）

36,000 円一般 ※受講される方には、以下の資料を事前配付します。
①セミナーオリジナルテキスト
②「標準入力法と空調設備パターン別入力方法早わかり講習テキス
ト」共催：（一財）住宅・建築SDGｓ推進センター　発行

※配布用データは、申込時にお知らせ致します受講者専用ページから各自ダウンロードくださ
い。28,800 円
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